
　　　介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）について

　　　総合事業で取り組むこと

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）とは

介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）は、高齢者の介護予防と
自立した生活の支援を目的とした事業で市区町村が地域の実情にあわせて
実施しています。明石市では、2017年（平成29年）4月より総合事業へ
の移行を開始しました。

総合事業は、要支援の方や事業対象者を対象とした介護予防・生活支援
サービス事業と一般介護予防事業の2つからなります。

いつまでも住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるためには、地域全
体で支え合うしくみとご自身もできることを活かしながら生活することが
重要です。明石市では、総合事業を実施し、みなさんのフレイル※予防や介
護予防、日常生活の自立を支援していきます。

※フレイル（虚弱）とは、体がストレスに弱くなっている状態をいいます。「介護が

必要となる前段階」の状態を示します。適切に対応することで健康状態へ回復する

ことも可能と考えられており、近年、介護予防の領域でよく使われています。

多様な主体による様々なサービスを展開
高齢者を含めた幅広い世代の市民やＮＰＯ等の様々な主体による多様なサー

ビス提供が可能となるよう、訪問型サービスB（住民主体による支援）や通所

型サービスA（緩和した基準によるサービス）など、市独自のサービスを創設

社会参加の視点を取り入れた介護予防の推進
「活動」や「参加」の視点を介護予防に取り入れることで、高齢者が役割を

持ちながら、いきいきとした生活を継続することを目指します。

サービス利用の手続きの一部が簡素化
総合事業の介護予防・生活支援サービス事業のサービスのみを利用する場合

は、要介護・要支援認定の手続きを省略し、基本チェックリストによる判定で
サービスを利用することができます。



　　　新しい総合事業の流れ

～あなたの「こうなりたい」を実現するために～
ケアマネジャーがご本人の心身の状態やご希望を確認した上で、ご本人や家

族と話し合い、ご本人の状態にあった適切なサービスを決めます。サービスの

利用を開始してからは、必要に応じてサービスの利用計画（介護予防ケアプラ

介護予防・日常生活支援総合事業

介護予防・生活支援

サービス事業を利用 一般介護予防事業を利用

◆要支援１・２の認定を受けた人は、「介護予防サービス」と「介護予防・生活
支援サービス事業」の利用が可能です。（どちらかのみの利用も可）ただし、内
容が重複するサービスはご利用いただくことはできません。

地域総合支援センターにご相談下さい

要介護・要支援認定を申請します

事業対象者
自立した生活
が送れる人

サービスを受けるための
ケアプランを作成

介護予防サー
ビスを利用

更新時には、再度要介護・要支援認定を申請

するか、基本チェックリストなどで、生活機

能が低下しているかどうかを判断します。
※担当ケアマネジャーと相談。

サービスを受けるための
ケアプランを作成

非該当要支援１・２

65歳以上の方で
サービスの利用を希望される場合は･･･



●身体介護
　入浴介助、見守り的援助等
●生活援助
　掃除、洗濯、買い物、調理等

●既にサービスを利用している人で継続利用
　が必要な人
●身体介護が必要な人
●退院直後の人
●心臓や呼吸器の病気や認知症などで生活
　のしにくさがある人

サービス
種別 予防専門訪問型サービス

●生活援助
　掃除、洗濯、買い物、調理等

●左記以外の人
●身体介護までは必要としないが生活援助
　が必要な人

一定の研修の修了者等

想定する
対象者

（ 例 ）

サービス
提供者

ヘルパー等（有資格者）

サービス
内容

生活援助訪問型サービス
（緩和した基準によるサービス）

想定する
対象者

（ 例 ）

●既利用者でサービスの継続が必要な人
●食事、入浴等に状況確認や助言が必要な人
●退院直後等で状態が変化しや　すく、観察
　や状態に応じた支援が必要な人
●心疾患や呼吸器疾患等により、日常生活に
　支障がある人
●認知機能の低下が見込まれ日常生活に支障
　が生じる可能性がある人

サービス
種別

サービス
内容

明石市から業務委託を受けた事業所
（リハビリテーション専門職も従事）

●体力の改善に向けた支援が必要な人
●ＡＤＬ・ＩＡＤＬの改善や自立に向けた支
　援がが必要な人
●疾病等による健康管理の維持、改善が必
　要な人
●改善の意思が明確な人
●改善の見込みのある人

●生活不活発等による生活動作のしづらさを
　改善するための運動等のプログラム（リハ
　ビリテーション専門職の訪問による支援や
　評価、プログラムの作成を含む）

再見！生活プログラム
（短期集中予防サービス）

☆生活援助訪問型サービスは予防専門訪問型サービスよりも低額でサービスを受けることができます。

☆生活援助訪問型サービスは、明石市の指定を受けた事業所が実施するものとシルバー人材センターが
　実施するものの2種類があります。

サービス
提供事業所

明石市の指定を受けた通所介護事業所

予防専門通所型サービス

●体力の維持・向上のための食事や入浴等の
　日常生活の支援、運動等のトレーニング、
　栄養の改善、お口の働きの改善

明石市の介護予防・生活支援サービス事業

【対象者】①要支援１・２の認定を受けた人
【対象者】②基本チェックリストの結果、事業対象者となった人

訪問型サービス

通所型サービス



明石市の一般介護予防事業

【対象者】65歳以上のすべての人

【内 容】介護予防の普及啓発を通じて、介護予防の取組を必要とする高齢者を把握し、
介護予防事業への参加につなげます。

介護予防把握事業

【内 容】介護予防を実践するきっかけづくりとして、コミュニティ・センターなどで介護
予防に役立つ知識を提供します。自主グループ活動につなげるしかけづくりとし
て、介護予防に役立つ知識と運動実践を提供します。

介護予防普及啓発事業

【内 容】自治会館などの身近な場所での体操などを通じた自主グループ活動の支援を
行います。

【対 象】月１回以上介護予防などにかかる自主活動を行い、概ね５人以上で構成される
グループ

【支 援】市からグループに対し、健康運動指導士などを派遣し、適切な運動内容について
の助言などを行います。

自主グループ活動支援事業

【内 容】大学などと連携した介護予防事業の評価検証を行います。

一般介護予防事業評価事業

【内 容】リハビリテーション専門職が、自主グループ活動を支援したり、地域ケア会議へ
参画するなど、自立支援に役立つ取組を促す仕組みを構築します。

地域リハビリテーション活動支援事業

【内 容】高齢者が中心となって地域で自主的に運営される、高齢者や障碍者、親子など、
誰もが集える居場所を提供する取組に対して、経費の一部を補助します。

【要 件】次のような活動を行う個人・団体
※特定のサークル活動や、営利・政治・宗教的利害に係る場合は不可

①市内に居住する人誰しも（高齢者や障碍者、親子など）を参加対象としている
②誰でも参加でき、高齢者の健康や生きがいにつながる活動
③高齢者などが集まりやすく、継続して活動できる場所（自治会館など）で開催
④原則、週1回以上かつ1回あたり2時間以上実施

【上限額】①運営費：（ⅰ）2,500円×開催回数、（ⅱ）25万円、のいずれか低い額
②立ち上げ費用：25万円／1か所（初年度のみ）

シニア活動応援事業

など


